
日本の持続的な成長と活性化を目指す

一般財団法人 アーネスト育成財団 活動報告

技術経営人財の育成と活用
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人
を
育
て
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
こ

と
で
す
。
先
日
、
あ
る
会
合
で
『
夜
回
り

先
生
こ
と
、
水
谷
修
先
生
』
の
お
話
を
伺

う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

水
谷
先
生
は
、
23
年
前
に
横
浜
の
定
時

制
夜
間
高
校
に
赴
任
し
、
そ
れ
以
来
日
本

全
国
で
深
夜
の
繁
華
街
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

通
じ
て
、
多
く
の
若
者
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
彼
ら

の
非
行
防
止
と
更
生
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。
「
子
供
は
誰
で
も
大
切
な
未
来
」
と
掲
げ
、

「
人
間
を
信
じ
る
」
と
い
う
信
念
を
持
ち
日
々
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
じ
め
、
不
登
校
、
引
き
こ

も
り
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
、
薬
物
、
売
春
等
の
子
供

達
の
問
題
を
一
人
一
人
と
向
き
合
い
既
に
２
３
万

人
を
超
え
る
子
供
達
と
係
わ
っ
て
き
た
先
生
の
お

話
で
す
。

社
会
の
イ
ラ
イ
ラ
が
子
供
達
の
世
界
に
入
り
込

ん
で
影
響
し
、
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
問
題
を
起
こ
す
子
供
達
は
、
叱
ら
れ
て
ば
か

り
だ
か
ら
心
が
病
ん
で
い
ま
す
。
怒
る
大
人
が
原

因
で
す
。
人
は
褒
め
ら
れ
る
事
で
自
信
が
つ
い
て

そ
れ
が
力
に
な
る
。
だ
か
ら
十
褒
め
て
一
叱
る
位

で
子
供
達
に
接
し
た
い
も
の
で
す
。
言
葉
は
「
言

霊
」
と
も
言
わ
れ
魂
が
入
り
「
良
き
言
葉
は
良
き

も
の
を
招
き
、
悪
き
言
葉
は
災
い
を
招
く
」
と
い

わ
れ
、
多
く
の
人
々
が
良
い
言
葉
を
沢
山
使
え
ば

世
の
中
が
き
っ
と
良
く
な
る
と
い
う
事
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

子
供
も
大
人
も
同
様
、
相
手
の
話
し
方
に
よ
り

い
や
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
や
る
気
が
起
き
た

り
と
受
け
手
の
気
持
ち
が
変
化
し
ま
す
。
私
が
社

会
人
に
成
り
立
て
の
頃
、
仕
事
で
大
き
な
失
敗
を

し
て
し
ま
い
、
当
然
怒
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
つ

つ
も
失
敗
を
社
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

怒
ら
れ
ず
に
そ
の
対
処
法
を
丁
寧
に
教
え
て
も
ら

っ
た
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、

社
員
に
対
し
て
怒
っ
た
所
で
何
の
解
決
に
も
な
ら

な
い
事
は
明
白
で
す
。

人
を
育
て
る
に
は
、
感
情
を
荒
立
て
ず
良
き
言

葉
を
選
ん
で
丁
寧
に
接
す
る
事
が
重
要
で
、
や
る

気
が
起
き
る
よ
う
な
話
し
方
を
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
西
河
洋
一
）

ＯＰＩＮＩＯＮＳ

[西河技術経営塾]

学習と創造力鍛錬の場 ・・・・・・・・・ ５頁
基礎コース・第2期生募集中：第2次締め切り9月16日必着

[技術経営人財育成セミナー(第10回）]

日本にも世界に誇れる
サービス・イノベーション事例がある ・・・・・・・・・ ２頁

CIOが日本を変える、会社を変える 碓井誠氏講演

まずはビジネスモデルから組み立てる ・・・・・・・・・ ４頁
会計数値で戦略を具体化することで、現実化する

［技術経営人財育成と活用に関する研究委員会(第15回～第17回）］ （坂巻資敏委員長）

「グローバル研究会」で学ぶべき要因を分析 ・・・・・・・・・ ６頁
海外でのビジネス、英語が話せればそれだけで充分か

［グローバル研究会(第1回、第2回）］ （前田光幸座長）
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2014.5.26セミナー
技術経営人財育成セミナー（第10回）

ビ
ジ
ネ
ス
で
成
功
す
る
た
め
の
要
件

『
Ｃ
Ｉ
Ｏ
が
日
本
を
変
え
る
、
会
社

を
変
え
る
』
は
頂
い
た
タ
イ
ト
ル
だ
が

日
本
を
変
え
る
力
は
も
う
な
い
が
、
日

本
の
Ｉ
Ｔ
化
に
多
少
は
役
に
立
っ
た
し

こ
れ
か
ら
も
役
に
立
っ
て
欲
し
い
。
そ

の
辺
の
話
し
を
す
る

色
々
と
や
っ
て
き
た
流
れ
の
中
で
、

基
本
的
に
は
Ｉ
Ｔ
と
業
務
プ
ロ
セ
ス
の

デ
ザ
イ
ン
を
両
輪
で
や
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

変
幻
自
在
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

Ｃ
Ｉ
Ｏ
論
も
色
々
言
わ
れ
る
が
、
な

か
な
か
こ
れ
が
Ｃ
Ｉ
Ｏ
だ
と
い
う
も
の

は
な
い
。
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
変
化
対
応
の
ス
ピ

ー
ド
と
柔
軟
性
と
挑
戦
を
重
視
し
「
変

幻
自
在
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

流
通
を
見
て
み
る
と
日
本
の
場
合
は

製
造
、
卸
し
、
小
売
り
と
も
、
数
が
多

く
て
、
中
小
が
多
く
て
、
生
産
性
が
低

い
。
欧
米
の
場
合
に
は
、
特
に
卸
し
の

階
層
が
非
常
に
薄
く
で
き
て
い
る
。
日

本
一
次
問
屋
、
二
次
問
屋
の
分
野
を
含

め
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
見
る
と
２
倍
、

３
倍
の
層
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
。
生
産

性
の
低
い
活
動
が
生
ま
れ
て
い
る
。

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
や
テ
ス
コ
、
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
は
仕
組
み
産
業
で
、
小
売
り

だ
け
の
領
域
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
と
経
常
利
益
が
５

％
〜
７
％
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
場
合

に
は
10
数
％
に
な
る
。
こ
う
い
う
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

調
達
、
物
流
、
卸
し
機
能
を
自
ら
や
っ

て
い
る
企
業
が
多
い
。
日
本
の
百
貨
店

卸
し
か
ら
供
給
を
受
け
て
小
売
の
部
分

の
み
を
や
っ
た
の
で
利
益
が
低
い
。

こ
こ
に
Ｉ
Ｔ
の
持
つ
価
値
が
大
き
く

出
て
い
る
。
さ
ら
に
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

に
Ｉ
Ｔ
が
入
っ
て
い
く
こ
と
で
企
業
と

■ 日本にも世界に誇れるサービス・イノベーション事例がある

CIOが日本を変える、
会社を変える

「モノからコトへという話しを聞くと思うが、私はコトから
ソリューションへという表現をしている」と碓井講師。

消
費
者
の
壁
が
外
れ
た
。
こ
う
い
う
時

代
的
な
背
景
と
Ｉ
Ｔ
の
進
化
が
マ
ッ
チ

ン
グ
し
得
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
Ｃ

Ｉ
Ｏ
と
い
う
視
点
で
変
化
へ
の
対
応
を

見
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

コ
ト
か
ら
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
へ

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
経
営
理
念
は
購
買

代
理
型
と
利
便
性
を
提
供
す
る
小
売
業

と
表
現
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
物
を
売

る
小
売
業
で
は
な
い
。
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
重
要
な
要
素
。
コ
ト

か
ら
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
い
う
表
現

を
し
て
い
る
。

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
領
域
が
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
に
お
い
て
は
利
便
性
で
あ
る
。

食
べ
る
物
を
売
る
、
雑
貨
を
売
る
と
い

う
だ
け
で
な
く
お
金
を
引
き
出
せ
る
、

宅
急
便
を
送
れ
る
と
い
う
日
常
的
な
領

域
の
利
便
性
を
提
供
す
る
の
が
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。

14
年
５
月
26
日
に
財
団
に
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
Ｉ
Ｔ
活
用
で
日

本
は
必
ず
し
も
先
進
国
と
言
え
な
い
面
も
あ
る
が
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

・
ジ
ャ
パ
ン
の
情
報
シ
ス
テ
ム
は
日
本
を
、
世
界
を
リ
ー
ド
し
た
業
務
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
に
も
世
界
に
誇
れ
る
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
事
例
が
あ
る
。
元
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
で
常
務
取
締

役
シ
ス
テ
ム
本
部
長
の
碓
井
誠
氏
は
１
９
７
８
年
に
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

に
入
社
以
降
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
と
一
体
と
な
っ
た
シ
ス
テ
ム
構
築
に
携
わ

り
Ｓ
Ｃ
Ｍ
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
、
Ｄ
Ｃ
Ｍ
（
デ
マ

ン
ド
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
一
体
改
革
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
推

進
し
て
き
た
実
績
と
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
米
国
の
再
建
に
取
り
組
ん
だ

実
績
も
持
っ
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
最
高
情
報
責
任
者
）
の

役
割
り
に
つ
い
て
実
践
的
な
経
験
や
知
見
を
聞
き
、
質
疑
応
答
を
通
し
て

次
世
代
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

技術経営人財育成セミナー（第１０回）（注１）

「 CIOは変化対応のスピードと柔軟性、そして挑戦を重視し、『変幻自在』で
なければならない。 」と話す碓井誠氏
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Ｉ
Ｔ
と
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
だ

Ｉ
Ｔ
と
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も

の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
５
つ
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
パ
ワ
ー
で
あ
る
。

①
枠
組
み
を
超
え
た
革
新
が
で
き
る
。

②
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
が
非
常
に
高
い
、

物
・
コ
ト
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
サ

ー
ビ
ス
進
化
を
支
え
る
。

③
最
近
は
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
け

で
は
な
く
フ
ィ
ジ
カ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
、

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
。
モ
ノ
を
物
流
に
乗

せ
な
く
て
も
、
モ
ノ
を
電
子
化
し
て
ア

フ
リ
カ
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
飛
躍
的

向
上
と
業
務
改
革
ツ
ー
ル
の
進
化
。
オ

ー
プ
ン
で
チ
ー
プ
で
あ
る
。

⑤
生
活
者
起
点
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ワ
ー
ル
ド
形

成
の
た
め
に
Ｉ
Ｔ
が
貢
献
。
生
活
者
側

が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
持
て
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｏ
に
求
め
ら
れ
る
新
た
な
役
割

図
１
に
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
７
つ
の
役
割
と
機

能
を
示
す
。

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｏ
Ｓ
で
端
末
を
開
発

95
年
に
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ス
テ
ィ

ー
ブ
・
バ
ル
マ
（
当
時
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
を
訪

ね
て
次
期
総
合
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
３
万
台
の
Ｏ
Ｓ
を
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

で
開
発
す
る
た
め
の
交
渉
を
し
た
。
総

合
シ
ス
テ
ム
の
オ
ー
プ
ン
化
の
た
め
に

Ｏ
Ｓ
の
選
定
と
機
能
強
化
は
重
要
で
あ

る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
と
Ｏ

Ｓ
開
示
に
よ
る
改
造
の
許
諾
を
求
め
て

交
渉
に
臨
ん
だ
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
バ
ル
マ
ー
は
、
我
々

の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

っ
た
デ
モ
ソ
フ
ト
を
見
る
な
り
「
是
非

一
緒
に
や
り
た
い
」
と
、
我
々
の
要
求

を
Ｏ
Ｋ
し
て
く
れ
た
。

シ
ス
テ
ム
管
理
者
ゼ
ロ
で
完
璧
に
動
い
た

実
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
状
況
が
、

Ｎ
Ｔ
を
出
し
た
が
売
れ
な
か
っ
た
パ
ー

Ａ
（
碓
井
誠
講
師
）
：
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
は
第
５
次
だ
と
い
っ
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
は
第
４
次
シ
ス
テ
ム
で
中
国
は
３

次
シ
ス
テ
ム
。
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が
展

開
し
て
い
る
世
界
の
約
５
万
店
の
中
で

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
直
接

展
開
し
て
い
る
の
は
、
中
国
が
４
百
店

で
米
国
７
千
店
。
そ
れ
以
外
の
タ
イ
店

と
か
、
台
湾
店
は
単
な
る
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
も
違
う
。

Ｑ
：（吉
久
保
信
一
弁
護
士
）：日
本
の
コ

ン
ビ
ニ
業
界
で
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
組
み

方
は
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
と
し
か
組
ま
な

い
と
か
そ
う
い
う
関
係
性
な
の
か
。
シ

ス
テ
ム
が
で
き
て
も
外
に
見
え
て
し
ま

う
の
で
全
部
他
に
も
流
れ
る
の
か
。

Ａ
（碓
井
）
：大
体
そ
う
い
う
関
係
。
伊
藤

忠
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
三
菱
は
ロ

ー
ソ
ン
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
は
三
井
物

産
と
出
資
関
係
は
な
い
が
仲
が
良
い
。

住
み
分
け
な
い
と
情
報
が
流
れ
る
。

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
は
、
非
常
に
オ
ー

プ
ン
で
あ
る
。
研
究
開
発
費
を
う
ち
は

持
た
ず
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ミ
ド
ル
ウ

ェ
ア
は
１
年
経
っ
た
ら
よ
そ
に
使
っ
て

い
い
と
い
う
。
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

人
の
頭
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
転

用
は
ダ
メ
だ
と
言
っ
て
も
制
止
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

Ｑ
（川
口
弘
行
サ
イ
バ
ー
大
学
専
任
准
教

授
）
：３
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
部
門

と
し
て
成
長
路
線
を
走
っ
て
い
た
と
思

う
が
、
そ
こ
ま
で
大
き
く
す
る
ま
で
ど

う
い
う
ド
ラ
イ
ブ
の
力
で
拡
大
し
て
い

け
た
の
か
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

Ａ
（
碓
井
）
：
面
白
か
っ
た
。
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
戦
略
が

分
か
っ
て
現
場
の
ニ
ー
ズ
が
分
か
る
と

い
う
立
ち
位
置
で
Ｉ
Ｔ
部
門
が
仕
事
が

で
き
る
点
だ
。
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
デ

ィ
シ
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
キ
ン
グ
は
基
本
的

に
フ
ラ
ッ
ト
で
、
鈴
木
さ
ん
が
い
て
後

は
同
列
。
同
じ
場
に
出
て
デ
ィ
シ
ジ
ョ

ン
・
メ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
す
る
。
鈴
木

さ
ん
と
営
業
本
部
長
は
別
に
会
議
を
持

っ
て
方
針
を
決
め
る
こ
と
は
ゼ
ロ
と
は

言
わ
な
い
が
99
％
な
い
。

Ｑ
（大
橋
克
已
元
ク
ラ
レ
常
務
取
締
役
）：

素
晴
ら
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
同
時

に
、
イ
ン
フ
ラ
、
海
外
で
展
開
す
る
際

に
は
、
も
う
一
度
現
地
を
良
く
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
が
。

Ａ
（碓
井
）
：私
も
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
や
っ
て
き
て
い
る
が
、
基
本
的
に

は
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
超
え
た

い
と
こ
ろ
は
先
ほ
ど
の
全
日
食
が
や
っ

て
い
る
自
動
化
で
あ
る
。
一
品
一
品
を

見
な
が
ら
や
る
の
は
相
当
大
変
で
、
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
以
外
で
は
真
似
で
き
な

い
。
自
動
発
注
で
も
良
い
じ
ゃ
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
全
日
食
は
自
動
発
注

を
し
て
発
注
が
き
ち
ん
と
回
っ
て
浮
い

た
時
間
を
客
や
商
品
に
目
が
い
く
よ
う

に
な
っ
た
。
今
は
そ
う
で
は
な
く
て
も

Ｉ
Ｔ
を
う
ま
く
活
用
し
て
行
く
こ
と
で

成
功
し
て
い
る
企
業
も
た
く
さ
ん
出
て

い
る
。

ソ
ナ
ル
Ｏ
Ｓ
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｏ
Ｓ

に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
え
た
Ｏ
Ｓ
。

誰
も
使
わ
な
い
。
３
６
５
日
24
時
間
シ

ス
テ
ム
管
理
者
ゼ
ロ
で
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
の
シ
ス
テ
ム
ほ
ぼ
完
璧
に
動
い
た
。

徹
底
的
に
テ
ス
ト
を
し
た
。
こ
れ
が
ウ

ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
Ｎ
Ｔ
が
世
に
広
が
っ
た

一
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
に
な
っ
た
。

そ
の
技
術
が
あ
っ
た
か
ら
98
年
、
99

年
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
ベ
ー
ス

で
開
発
し
た
。
徹
底
的
に
ミ
ド
ル
を
固

め
た
。
結
果
的
に
、
こ
こ
で
や
っ
た
こ

と
が
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
Ｏ
Ｓ
に
障
害

管
理
や
自
動
運
転
な
ど
の
新
た
な
機
能

を
加
え
る
切
欠
と
な
っ
た
。

【
質
疑
】
Ｑ
：質
問
、
Ａ
：回
答

Ｑ
（杉
本
晴
重
元
沖
デ
ー
タ
代
表
取
締
役

社
長
）
：海
外
に
か
な
り
展
開
さ
れ
て
い

る
が
、
海
外
も
基
本
的
に
は
同
じ
シ
ス

ス
テ
ム
を
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

2014.5.26セミナー

図 １ ＣＩＯ（チーフイノベ－ションオフィサー）の役割

技術経営人財育成セミナー（第10回）

碓井誠略歴：1978年セブン-イレブン・ジャパン入社。2000年常務取締役、情
報システム本部長。09年芝浦工業大学大学院 工学マネジメント研究科 教
授。10年京都大学経営管理大学院 特別教授（現職）。11年㈱オピニオン代
表取締役（現職）。

「CIOを（Chief Information Officer でなく）Chief 
Innovation Officer と皆言っているが、そういうこ
とだろうと思う」と語る講師の碓井氏。

(注１) ホームページ（http://eufd.org）に詳細な報告が掲載

②

問題解決の提案

⑦

ITガバナンスの整備

①

戦略的IT活用

④

システム構築手法の確立

③

システムの開発と運用

⑤

IT活用組織の組立てと

パートナーシップ

⑥

コストパフォーマンス

向上と

差別化の実現

ＣＩＯ

チーフ・イノベーション・オフィサー

の役割

©Opinion,inc.Japan, 2014



4 Earnest Vol.02 No.4 July 15.2014

会計数値で戦略を具体化することで、現実化する

技術経営人財育成と活用に関する研究委員会
2014.3.18,4.22.5.20研究委員会活動

第
15
回
技
術
経
営
人
財
育
成
と
活
用

に
関
す
る
研
究
委
員
会(

委
員
長
坂
巻
資

敏)

を
３
月
18
日
に
財
団
内
会
議
室
に
て

開
催
し
た
。
委
員
会
で
は
『
軍
事
戦
略

と
経
営
戦
略
』
と
題
す
る
テ
ー
マ
で
奥

出
阜
義
研
究
員
ら
の
講
演
が
あ
り
意
見

交
換
を
し
た
。

第
16
回
研
究
委
員
会
は
４
月
22
日
に

開
催
、
『
技
術
経
営
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
』
と
題
す
る
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
。

第
17
回
研
究
委
員
会
は
５
月
20
日
に

開
催
、
『
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
事
業
利

益
』
と
の
共
通
テ
ー
マ
で
『
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
と
事
業
収
益
（
杉
本
晴
重
研
究

員
）
』
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
（
淺
野

昌
宏
）
』
『
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
事
業

利
益
（
大
橋
克
己
研
究
員
）
』
『
ビ
ジ

ネ
ス
を
会
計
数
値
で
管
理
す
る
（
小
平

和
一
朗
専
務
理
事
）
』
を
講
演
し
、
活

発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
（
注
２
）

■
軍
事
戦
略
と
経
営
戦
略
（
奥
出
）

戦
略
に
は
11
原
則
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
主
要
原
則
と
し
て
６
つ
、
目
的
・

創
造
・
主
動
・
集
中
・
機
動
・
奇
襲
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
柔
軟
・
統
一
・
簡

明
・
保
全
・
経
済
と
い
う
、
主
要
原
則

を
補
完
す
る
補
完
原
則
も
あ
る
。

戦
略
の
実
践
で
時
間
は
重
要

実
は
、
戦
略
の
実
践
に
あ
た
り
「
時

間
」
も
非
常
に
大
切
な
点
で
あ
る
。
私

が
部
下
や
教
え
子
に
対
し
て
繰
り
返
し

言
っ
て
い
る
こ
と
の
中
に
「
い
つ
ま
で

に
、
何
を
す
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
方
々
を

見
て
い
る
と
、
こ
の
「
い
つ
ま
で
に
」

が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

長
年
飛
行
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
し
て

い
た
が
、
い
つ
も
気
に
し
て
い
た
の
は

「
い
つ
ま
で
燃
料
が
も
つ
か
」
だ
。
燃

料
が
切
れ
て
は
飛
行
機
は
墜
落
し
、
自

「軍事戦略と経営戦略」について講演を
してくれた奥出阜義研究員。

分
も
死
ん
で
し
ま
う
。

限
定
時
間
の
中
で
の
決
断
と
実
行

人
生
の
時
間
は
誰
で
あ
っ
て
も
「
限

定
」
さ
れ
て
い
て
、
人
生
も
ビ
ジ
ネ
ス

も
「
限
定
時
間
の
中
で
の
決
断
と
実
行

の
連
続
」
で
あ
る
。
技
術
経
営
も
自
己

の
人
生
の
飛
行
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
機
長
で

あ
る
と
言
え
る
。
目
的
の
飛
行
場
に
、

限
定
さ
れ
た
時
間
内
あ
る
い
は
最
も
効

果
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
に
到
着
で
き
る

「
そ
の
と
き
」
を
「
決
断
」
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。

い
つ
ま
で
に
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
経
営
戦
略
の

３
要
素
で
、
最
近
で
は
「
情
報
」
も
プ

ラ
ス
さ
れ
て
い
る
が
、
「
時
間
」
は
見

落
と
さ
れ
が
ち
だ
が
、
時
間
に
は
「
い

つ
ま
で
に
」
と
い
う
点
と
「
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
」
と
２
つ
の
意
味
が
あ
る
。

実
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
で
「
い
つ
ま

で
に
経
験
を
積
み
、
知
識
を
吸
収
す
る

か
」
と
い
う
点
と
「
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
挑
戦
す
る
か
」

と
い
う
見
極
め
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
を
会
計
数
値
で
管
理
（小
平
）

会
計
数
値
で
会
社
経
営
を
管
理
す
る

方
法
と
考
え
方
の
報
告
が
あ
っ
た
。

（注２） ホームページ（http://eufd.org）の研究会に詳細な報告を掲載

まずはビジネスモデルから組み立てる

実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
顧
客
か
ら

注
文
を
受
け
販
売
し
、
商
品
を
お
届
け

し
、
現
金
が
入
金
（
回
収
）
さ
れ
る
ま

で
が
営
業
の
仕
事
と
言
わ
れ
る
。

丼
勘
定
で
ビ
ジ
ネ
ス
し
て
な
い
か

ま
た
製
造
業
で
は
、
モ
ノ
づ
く
り
に

必
要
な
経
費
を
集
計
し
た
製
造
原
価
と

い
わ
れ
る
数
値
が
あ
る
。
そ
の
製
造
原

価
を
商
品
企
画
の
段
階
か
ら
正
確
に
認

識
し
て
販
売
提
案
が
で
き
な
け
れ
ば
、

競
合
と
の
価
格
競
争
に
勝
て
る
こ
と
は

難
し
い
。
従
っ
て
経
営
を
「
丼
勘
定
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
曖
昧
な
把
握
で
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
は
な
ら
な
い
。

丼
勘
定
と
は
、
会
計
的
な
管
理
を
し

な
い
で
、
売
上
が
あ
る
と
売
上
金
を
丼

の
中
に
い
れ
、
支
払
い
は
あ
る
と
そ
の

丼
の
中
か
ら
、
お
金
が
あ
れ
ば
支
払
う

仕
掛
け
。
結
果
良
け
れ
ば
全
て
良
し
と

い
う
金
銭
管
理
を
「
丼
勘
定
」
と
い
う
。

広
辞
苑
を
見
て
み
る
と
「
予
算
を
立
て

た
り
決
算
を
し
た
り
せ
ず
、
手
も
と
に

あ
る
金
に
ま
か
せ
て
支
払
い
を
す
る
こ

と
。
ま
た
そ
れ
に
似
た
大
ま
か
な
会

計
」
と
あ
る
。

数
値
化
で
実
現
上
の
課
題
が
見
え
る

商
品
企
画
は
、
事
業
戦
略
に
基
づ
い

て
販
売
戦
略
を
具
現
化
す
る
た
め
の
企

画
書
で
あ
る
。
新
規
の
商
品
の
場
合
、

「
売
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
測
と
期

待
を
企
画
書
に
す
る
。
市
場
実
績
が
無

い
段
階
で
客
観
性
を
持
た
せ
る
こ
と
は

難
し
い
。

し
か
し
、
こ
の
段
階
か
ら
数
値
に
落

と
し
込
み
を
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
自
ら
が
数
値
化
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
現
状
の
経
営
上
の
問
題
と
課
題

が
余
り
時
間
を
か
け
ず
に
見
え
て
く
る
。

事
業
の
数
値
化
を
進
め
る
過
程
で
、

色
々
と
明
確
に
な
る
問
題
や
課
題
こ
そ

が
重
要
で
あ
る
。
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2014.9.16西河技術経営塾
西河技術経営塾 実践経営スクール・基礎コース

第2期生募集中：第2次締め切り9月１６日必着

経
営
を
予
見
で
き
る
創
造
力
を
鍛
錬
す

る
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
当
塾
は
狙
い

を
定
め
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
進
め
方
を
段
階
的
に
学
ぶ

学
習
講
座
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」

「
事
業
計
画
」
「
基
本
戦
略
」
「
中
長

期
戦
略
」
「
経
営
戦
略
」
と
い
う
５
つ

の
ス
テ
ッ
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

学
習
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
が
演
習
の

課
題
に
対
応
し
、
自
ら
取
り
組
ん
で
い

る
ビ
ジ
ネ
ス
を
ケ
ー
ス
研
究
の
課
題
と

し
て
、
受
講
者
間
で
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
な

ど
を
通
じ
て
創
生
力
を
鍛
錬
す
る
こ
と

に
取
り
組
む
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
受
講
者
が
今

抱
え
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
モ
デ
ル
を
書

き
出
す
。
こ
の
モ
デ
ル
化
の
段
階
で
、

①
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
を
決
定
す
る
、
②

競
合
社
を
洗
い
出
す
、
③
自
社
の
特
徴

を
明
確
に
す
る
、
④
差
別
化
、
付
加
価

値
化
の
方
針
（
機
能
、
価
格
、
品
質
）

を
明
ら
か
に
す
る
、
⑤
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

松
下
政
経
塾
と
の
違
い

西
河
技
術
経
営
塾
を
企
画
す
る
段
階

で
「
松
下
政
経
塾
」
の
仕
組
み
を
参
考

に
し
た
。
大
き
く
異
な
る
点
は
、
西
河

塾
で
は
、
現
役
の
経
営
者
（
仕
事
に
従

事
）
を
対
象
と
し
て
い
る
点
や
、
塾
運

営
実
費
の
一
部
を
受
講
生
に
負
担
し
て

貰
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。

実
務
に
関
わ
っ
て
い
る
受
講
生
は
沢

山
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
し
、
仕
事
か

ら
学
ぶ
こ
と
も
桁
違
い
に
多
い
。
課
題

を
抱
え
て
い
る
か
ら
、
塾
で
の
講
義
を

仕
事
に
結
び
つ
け
て
問
題
と
し
て
取
り

組
め
る
の
で
あ
る
。
受
講
料
を
取
る
こ

と
で
責
任
と
覚
悟
が
変
わ
る
。

事業モデルをプレゼンする塾生の尾崎一成氏

日
本
の
風
土
に
根
ざ
し
た
経
営

日
本
の
経
営
環
境
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ

ス
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
実
践
力
を
学
ぶ
。

経
営
学
は
複
合
学
で
、
そ
れ
を
浅
く
広

く
機
能
的
に
連
携
さ
せ
な
が
ら
短
期
間

に
総
合
力
を
高
め
る
学
習
の
場
と
創
造

力
鍛
錬
の
場
を
提
供
す
る
。

演
習
で
は
受
講
者
が
取
り
組
ん
で
い

る
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
課
題
に
取
り
組

み
個
別
対
応
す
る
。
構
想
段
階
の
事
業

を
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
整
理
し
発
表
す

る
。
そ
れ
に
基
づ
き
事
業
計
画
、
中
長

期
計
画
を
立
案
す
る
た
め
の
基
礎
知
識

を
学
ぶ
。

経
営
学
者
で
な
く
経
営
者
の
育
成

本
コ
ー
ス
は
会
計
数
値
を
使
っ
て
戦

略
を
構
築
し
、
市
場
と
の
対
話
に
基
づ

く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
演
習
す
る
こ
と

な
ど
を
通
し
て
基
本
的
な
経
営
の
基
礎

知
識
の
修
得
と
創
造
力
の
鍛
錬
を
培
う
。

会
社
の
会
計
数
値
（
財
務
指
標
）
は
、

人
に
例
え
る
と
、
人
の
体
温
、
血
圧
、

血
糖
値
な
ど
と
同
じ
で
あ
る
。
会
計
数

値
を
管
理
す
る
こ
と
で
、
会
社
の
経
営

実
態
（
健
康
状
態
）
を
管
理
で
き
る
こ

と
を
学
ぶ
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
、

経
営
戦
略
、
実
行
計
画
な
ど
の
立
案
に

際
し
て
は
、
常
に
数
値
で
収
益
や
現
金

の
増
減
を
把
握
し
、
経
営
す
る
こ
と
を

学
ぶ
。

複
合
学
で
あ
る
経
営
を
効
率
的
に
学
ぶ

日
本
の
経
営
環
境
に
お
け
る
経
営
実

践
力
を
学
ぶ
。
複
合
学
で
あ
る
経
営
を

効
率
的
に
学
ぶ
に
は
、
個
々
の
学
問
を

学
ぶ
の
で
は
な
く
、
関
連
す
る
学
問
を

浅
く
広
く
、
機
能
的
に
連
携
さ
せ
な
が

ら
学
ぶ
の
が
良
い
。

そ
の
点
を
考
慮
し
て
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
い
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
教
材
を

開
発
し
、
短
期
間
に
経
営
に
必
要
な
総

合
力
を
高
め
る
学
習
の
場
と
数
年
先
の

Start

End

事業計画

基本戦略

中長期戦略

ビジネスモデル

経営戦略

・取り組むビジネスをモデル化する。

・事業計画書を作成する。

・新規の市場を創生する。
・戦略の基礎と技術経営戦略を学ぶ。
・組織的活動を学ぶ。

・中長期の経営計画を策定する。
・商品開発に取り組む。
・人財育成と投資計画を策定する。

・企業文化とアイデンティテーを考える。
・イノベーティブな経営戦略をつくる。

基礎コースの流れ

西河技術経営塾の５つの特長

１．日本型技術経営研究の成果を学ぶ

２．実践的思考、変革的思考を塾生参加型で育成する

３．働きながら学び、学んだことをすぐビジネスに生かす

５．定員10名程度の少数精鋭教育

４．誠実な若手の技術経営人財を育成する

一般財団法人アーネスト育成財団設立の目的は「日本の
現状、起業が少ない」「経営ができる人財を育成しなけれ
ばならない」「経営人財を効率的に育成する機関が日本に
は見当たらない」という問題に気付いたからである。

『実践経営スクール・基礎コース』は若手経営者を対象
としたスクールで、日本の産業の基盤を支える経営者の育
成を目的に財団設立１年目の2013年の10月に開塾した。

学習と創造力鍛錬の場
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海外でのビジネス、英語が話せればそれだけで充分か

グローバル研究会

2014.1.28，4.15，7.1研究会活動

財
団
事
業
計
画
の
事
業
概
要
で
あ
げ

て
い
る
「
世
界
経
済
の
動
向
調
査
」
の

具
体
化
と
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会

」
を
企
画
し
た
。
財
団
の
事
業
計
画
で

は
「
世
界
経
済
の
動
向
調
査
」
と
し
た

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の

対
応
を
考
え
る
と
必
ず
し
も
経
済
だ
け

で
は
な
く
、
文
化
、
宗
教
、
マ
ナ
ー
な

ど
が
あ
り
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会
」

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

準
備
会
合
を
１
月
28
日
に
開
催
し
前

田
光
幸
氏
か
ら
「
ア
ー
ネ
ス
ト
育
成
財

団
の
『
世
界
経
済
動
向
分
析
』
の
取
り

組
み
に
よ
せ
て
」
と
題
す
る
講
演
を
聞

い
た
。
４
月
15
日
に
は
第
１
回
の
研
究

会
を
開
催
し
、
前
田
委
員
か
ら
「
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
創
生
に
お
い
て
直
面
す
る

『
４
つ
の
力
』
ほ
か
」
と
大
橋
克
己
委

員
か
ら
「
国
際
問
題
の
諸
相
」
「
国
際

連
合
」
な
ど
の
報
告
を
聞
き
討
議
し
た
。

７
月
01
日
に
は
第
２
回
目
の
研
究
会

を
開
催
し
、
冒
頭
、
研
究
会
の
座
長
に

前
田
委
員
を
選
ん
だ
。
研
究
会
で
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
と
は
何
か
、
グ
ロ

ー
バ
ル
要
因
を
分
析
す
る
、
基
本
的
に

識
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
知
識

を
整
理
す
る
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

ビ
ジ
ネ
ス
創
生
で
直
面
す
る
4
つ
の
力

第
１
回
の
会
合
で
前
田
委
員
が
報
告

し
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
創
生
お
い
て

直
面
す
る
４
つ
の
力
」
を
報
告
す
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
る
場
合
に
外

界
か
ら
の
力
が
あ
る
。
世
界
で
は
色
々

な
こ
と
が
起
こ
る
の
で
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
な
視
点
で
見
る
の
か
。
座
標
を
定

め
な
い
と
物
事
を
捉
え
ら
れ
な
い
。

マ
ク
ロ
、
競
争
、
市
場
、
未
来
と
い

う
４
つ
の
力
と
、
真
ん
中
に
あ
る
の
は

オ
ス
タ
ー
ワ
ル
ダ
ー
（
注
３
）
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

９
つ
の
要
素
を
持
つ(

図
３)

 

。
こ
の

観
点
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く
る
と
き
に
マ

ク
ロ
の
動
き
は
図
２
の
小
平
の
曼
荼
羅

の
要
素
の
現
状
や
変
化
の
本
質
を
見
て

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
照
し
て
み
る
。

後
の
３
つ
は
競
争
の
力
と
世
界
の
市

場
の
力
と
が
、
技
術
の
力
、
社
会
、
文

化
が
ど
の
方
向
に
行
こ
う
と
し
て
い
る

か
の
未
来
の
世
界
の
曼
荼
羅
を
見
る
場

合
の
観
点
を
図
３
に
示
し
た
。

環
境
変
化
の
タ
イ
プ

変
化
に
は
色
々
な
種
類
が
あ
る
。
１

つ
目
が
通
常
の
環
境
変
化
、
２
番
目
が

激
し
い
環
境
変
動
、
３
番
目
が
一
過
性

の
環
境
大
変
化
、
４
番
目
が
破
壊
的
な

環
境
変
化
、
５
番
目
が
地
殻
変
動
的
な

環
境
変
化
で
あ
る
。

世
界
は
大
き
な
変
化
を
し
て
い
る
。

技
術
も
、
市
場
も
、
政
治
も
起
こ
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
が
ど
れ
に
該
当
す
る
か

を
洞
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
の

「グローバル研究会」で学ぶべき要因を分析

未来ある日本
元気な日本

技術経営人財

の育成と活用

外 部

内 部

世界経済

日本経済 政 治

法 務

人間力

経営学

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

文 化

・日本文化
・世界文化
・マナー

・ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ
・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
・帝王学

・事業計画
・戦略戦術
・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ ・人物金

・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
・組織

・開発企画
・生産技術
・保守運用

・ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ
・市場調査
・ブランド

・会社法
・知財
・契約

・国内
・国際
・イスラム

・資本主義
・ﾄﾞﾙ元ﾕｰﾛ
・TPP・国債

・GDP
・円安円高

©Kodaira, 2014.1.16

専
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
評
価
す
る

と
90
年
代
以
降
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の

自
由
化
は
ゆ
っ
く
り
行
わ
れ
て
い
る
。

激
し
い
環
境
変
動
の
例
と
し
て
90
年

に
フ
セ
イ
ン
が
ク
エ
ー
ト
に
侵
入
し
、

湾
岸
戦
争
が
起
き
た
。
９
・
11
を
受
け

て
ブ
ッ
シ
ュ
が
大
量
破
壊
兵
器
を
持
っ

て
い
る
と
イ
ラ
ク
戦
争
が
起
き
た
。

一
過
性
の
環
境
大
変
化
は
79
年
か
ら

84
年
の
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
。
85
年

08
年
、
09
年
の
石
油
価
格
の
大
暴
落
や

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
。

破
壊
的
な
環
境
変
化
、
09
年
に
環
境

の
デ
ー
タ
ー
を
改
ざ
ん
。
急
激
に
地
球

温
暖
化
の
活
動
熱
が
冷
め
た
。
06
年
の

シ
エ
ー
ル
革
命
な
ど
も
こ
の
分
野
。

地
殻
変
動
的
な
環
境
変
化
に
11
年
の

原
発
事
故
や
13
年
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改

革
が
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
が
ら

っ
と
変
わ
っ
て
い
る
。
産
業
界
も
や
り

方
を
変
え
て
い
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
観
点

図２ 技術経営人財に求められる総合的な視野と思考力

グローバル研究会
（１）研究員構成（〇：座長）

西河洋一理事長、小平和一朗専務理事、柴田智宏理事、
〇前田光幸研究員、淺野昌宏研究員、大橋克己研究員

（２）開催
準備会合 ：2014年1月28日（火）
第１回会合 ：2014年4月15日（火）
第２回会合 ：2014年7月01日（火）
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研究会活動

世
界
の
変
化
に
ど
う
対
応
す
る
か
は

自
分
で
考
え
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
変
化
の
現
象
で
は
な
く
て
、
変

化
の
底
に
流
れ
て
い
る
底
流
を
捉
え
る

こ
と
だ
。
変
化
を
起
こ
す
力
は
何
か
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
進
歩
し
な
い

質
問
（大
橋
）
元
の
モ
デ
ル
と
異
な
る
現

象
と
し
て
捉
え
な
い
と
い
け
な
い
。

回
答
（
前
田
）
モ
ノ
を
作
っ
て
い
る
産

業
に
は
業
法
が
無
い
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
分
野
に
は
業
法
が
あ
る
。
使
い
切
っ

て
し
ま
う
業
態
で
は
安
定
供
給
が
重
要

で
あ
る
。
市
場
機
能
だ
け
に
委
ね
る
訳

に
は
い
か
な
い
。
国
が
担
保
す
る
必
要

が
出
て
く
る
の
で
業
法
が
あ
る
。
電
気

も
、
ガ
ス
も
、
石
油
は
20
年
前
に
無
く

な
っ
た
。
安
定
供
給
の
責
任
を
負
わ
せ

一
定
の
マ
ー
ジ
ン
を
保
証
す
る
。
金
融

に
も
、
保
険
に
も
、
運
輸
に
も
あ
る
。

通
信
に
も
あ
っ
た
が
今
は
な
い
。
農

業
に
も
あ
る
。

こ
う
い
う
業
態
、
優
秀
な
人
財
を
集

め
て
技
術
は
高
ま
る
が
、
競
争
の
仕
方

を
知
ら
な
い
の
で
世
界
に
出
る
に
は
え

ら
く
手
間
取
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の

大
き
な
変
化
が
起
き
た
時
に
対
応
が
で

き
な
い
。

環
境
破
壊
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る

質
問
（西
河
）メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
が

進
ん
だ
場
合
ど
う
な
る
か
。

回
答
（
前
田
）
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

は
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
が
、
あ
れ
は

商
業
生
産
に
な
ら
な
い
限
り
議
論
の
対

象
に
は
し
に
く
い
。
閉
じ
込
め
ら
れ
て

い
る
メ
タ
ン
を
大
気
中
に
拡
散
さ
せ
な

い
で
い
か
に
取
り
出
す
か
が
問
題
。
メ

タ
ン
は
20
倍
の
温
暖
化
効
果
が
あ
る
。

環
境
破
壊
に
つ
な
が
る
。

英
国
人
の
行
く
所
に
は
必
ず
ゴ

ル
フ
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
砂

漠
の
国
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
１
９
８
２
年
か
ら
３
年
間
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
・
ア
ブ
ダ
ビ
に

駐
在
当
時
は
ア
ブ
ダ
ビ
・
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
（
１
９
６
８
年
設
立
、
メ

ン
バ
ー
２
３
０
名
）
に
所
属
し
、

ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
を
楽
み
ま
し
た
。

緑
の
人
工
芝
を
ぶ
ら
下
げ
て

砂
の
上
に
コ
ー
ス
を
レ
イ
ア
ウ

ト
し
、
ラ
フ
と
フ
ェ
ア
ウ
エ
ー
の

境
に
は
緑
の
杭
を
打
ち
ま
す
。
フ

ェ
ア
ウ
エ
ー
の
ボ
ー
ル
は
30
㎝
角

の
人
工
芝
に
乗
せ
て
プ
レ
ー
し
ま

す
。
ラ
フ
は
砂
を
大
き
な
鉄
の
爪

で
掻
い
て
畑
の
尾
根
の
様
に
し
て

あ
り
ま
す
。
水
色
の
杭
は
ウ
オ
ー

タ
ー
ハ
ザ
ー
ド
で
、
池
を
想
像
し

な
が
ら
プ
レ
ー
し
ま
す
。

バ
ン
カ
ー
は
海
砂
を
入
れ
て
前

方
に
１
ｍ
位
の
山
を
作
り
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
は
、
相
撲
の
土
俵
の
３

～
４
倍
の
も
の
を
作
り
、
重
油
を

混
ぜ
た
砂
を
乾
燥
さ
せ
て
薄
く
敷

き
ま
す
。
丁
度
、
高
麗
芝
く
ら
い

の
ス
ピ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。
ホ
ー

ル
ア
ウ
ト
の
際
に
は
大
き
な
箒
で

掃
い
て
降
り
ま
す
。
芝
目
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
帚
目
は
読
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
コ
ー
ス
の
レ
イ
ア
ウ

ト
を
時
々
変
え
て
、
セ
ン
ト
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
ス
の
Ｒ
＆
Ａ
に
登
録
し

コ
ー
ス
レ
ー
ト
を
取
得
し
て
い
ま

し
た
。

原
油
タ
ン
ク
の
間
を
白
球
が
飛
ぶ

近
隣
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
と
も
交

流
が
あ
り
、
ダ
ス-

ア
イ
ラ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
と
は
一
年
に
１
回

対
抗
戦
を
や
り
ま
し
た
。
ダ
ス-

ア

イ
ラ
ン
ド
は
2.

4
×
1.

2
㎞
の

ア
ブ
ダ
ビ
の
沖
合
い
１
６
０
㎞
に

あ
る
島
で
海
底
か
ら
採
掘
し
た
原

油
の
一
次
集
荷
基
地
で
す
。
３
千

人
が
働
い
て
い
ま
す
が
女
性
は
１

人
も
い
な
い
男
の
天
国
で
す
。

同
ク
ラ
ブ
は
１
９
４
７
年
の
設

立
で
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
伝
統
的

な
英
国
式
の
バ
ブ
の
あ
る
素
敵
な

建
物
で
し
た
。
20
基
ほ
ど
あ
る
原

油
貯
蔵
タ
ン
ク
の
間
を
縫
っ
て
９

ホ
ー
ル
作
っ
て
あ
り
ま
す
。
テ
ィ

ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
２
ヶ
所
あ
り
、

ア
ウ
ト
と
イ
ン
で
使
い
分
け
て
18

ホ
ー
ル
ズ
と
し
ま
す
。
海
越
え
の

シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
も
あ
り
、
ペ
ブ

ル
ビ
ー
チ
・
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス
の

醍
醐
味
も
味
わ
え
ま
し
た
。

今
は
芝
生
の
コ
ー
ス
を
楽
し
め
る

こ
れ
は
、
私
の
駐
在
し
て
い
た

頃
の
話
で
す
が
、
さ
す
が
に
お
金

の
あ
る
産
油
国
ら
し
く
１
９
８
８

年
に
中
東
初
の
緑
の
芝
生
の
ゴ
ル

フ
場
「
エ
ミ
レ
ー
ツ
・
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
」
が
開
場
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
ア
ブ
ダ
ビ
に
５
コ

ー
ス
、
ド
バ
イ
に
５
コ
ー
ス
あ
り

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
オ
ー
プ
ン
や
デ
ザ
ー

ト
ク
ラ
ッ
シ
ク
も
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
未
だ
、
ア
ラ
ブ
人
の
ゴ
ル

フ
ァ
ー
は
活
躍
し
て
い
ま
せ
ん
が

そ
の
内
に
ア
ラ
ビ
ヤ
語
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

砂
漠
で
ゴ
ル
フ

中 東

研究員 淺野昌宏

フェアウェーのボールは人口芝に乗せてプレー

ＫＰ ＫＡ ＶＰ

ＫＲ

ＣＲ

ＣＨ

ＣＳ

ＣＳ ＲＳ

Ｋｅｙ Ｐａｒｔｎｅｒ Ｋｅｙ Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ Ｖａｌｕｅ

Ｐｒｏｐｏｓｉｔｉｏｎ

Ｃｕｓｔｏｍｅｒ

Ｒｅｌａｔｉｏｎ
Ｃｕｓｔｏｍｅｒ

Ｓｅｇｍｅｎｔ

Ｋｅｙ

Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ
Ｃｈａｎｎｅｌ

Ｃｏｓｔ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ Ｒｅｖｅｎｕｅ Ｓｔｒｅａｍ

特定の顧客が必

要とする製品と

サービスの組み
合わせ

共通のニーズ

によって顧客

をグループ化

し、セグメント
化する

・新しいニーズ

・性能・機能

・カスタム化

・ブランド

・価格

・リスク低減

・快適さ
ＶＰを顧客に届け
る方法

特定の顧客グ

ループとの関

係の持ち方

（パーソナル～
自動化）

販売、使用料、サービス料、リース料、ライセンス

変動価格、固定価格、市場価格、顧客別価格等
固定費、変動費、規模の経済、多角化の経済性

設備、知財、

人的リソース、
ファイナンス

製造、

問題解決活動、

ネットワーク、

サービス

・非競合とのアラ

イアンス

・競合との戦略的

提携

・ＪＶ

・バイヤー

・サプライヤー

世界の「人口・経済・金融・環境問題・エネルギー・
資源・食糧・政策・政治」の情勢、変化、トレンド

世界的な技術・市場・文化のトレンド

マクロ

未来

市場
競争

世
界
（
欧
米
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
、
新
興
国
、
最
貧
国
）
の

市
場
の
状
況
、
変
化

競
合
、
協
調
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
、

新
規
参
入
、
代
替
品
、

４つの力

（参考）

Osterwalder & Pigneur
“Business Model Generation”

図３ 技術経営人財に求められる総合的な視野と思考力

「
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
は
昔

か
ら
言
わ
れ
て
い
る
が
出
て

こ
な
い
と
信
用
で
き
な
い
。

メ
タ
ン
を
大
気
中
に
拡
散
さ

せ
な
い
で
い
か
に
取
り
出
す

か
が
問
題
だ
。
メ
タ
ン
は
環

境
破
壊
に
つ
な
が
る
」
と
語

る
研
究
会
座
長
に
就
任
し

た
前
田
光
幸
氏
。

（注３）Osterwalder

グローバル研究会
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誠実を伝える情報紙

本
紙
に
掲
載
し
た
碓
井
誠
氏

は
、
元
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
で

Ｃ
Ｉ
Ｏ
で
あ
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー

で
聞
い
た
内
容
を
改
め
て
思
い

返
し
て
、
日
本
に
も
世
界
に
誇

れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
例
が

あ
る
の
だ
と
認
識
し
た
。
残
念
な
こ
と

に
、
日
本
人
が
日
本
人
の
業
績
を
自
ら

評
価
す
る
こ
と
は
余
り
な
い
。
黒
船
の

様
に
海
外
か
ら
や
っ
て
く
る
評
価
を
受

け
入
れ
て
日
本
人
は
そ
の
気
に
な
っ
て

く
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
ら
な

い
で
は
な
く
て
、
評
価
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
か
ら
だ
と
も
思
っ
て
し
ま
う
。

碓
井
氏
は
「
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
、
チ
ー
フ
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
「
企
業

経
営
は
経
営
者
だ
け
が
や
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
実
務
担
当
者
が
持
っ
て
い

る
知
恵
と
か
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
と
か
と

の
掛
け
算
だ
」
「
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
変
幻
自
在

の
能
力
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
っ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
日
本
が
世
界
で
活

躍
す
る
に
は
、
い
ま
持
っ
て
い
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
力
を
正
し
く
評
価
で
き

る
目
利
き
力
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
え
る
の
だ
。
（
小
平
和
一
朗
）

編集後記

コラム・事務局
一般財団法人 アーネスト育成財団 Earnest Upbringing Foundation

当財団は豊かで明るい持続的な成長をする日本づくりに寄与する

一般財団法人
アーネスト育成財団

案内

公
益
法
人
化
の
検
討

財
団
事
務
局
は
公
益
認

定
を
取
る
べ
く
定
款
変
更

な
ど
の
検
討
に
入
っ
た
。

7
月
９
日
に
内
閣
府
の
公

益
法
人
認
定
に
関
す
る
窓

口
相
談
を
し
た
。
12
月
開

催
の
定
時
評
議
員
会
に
提

案
す
る
た
め
の
資
料
作
り

に
着
手
し
た
。

【
応
募
し
て
下
さ
い
】

資
金
の
必
要
な
起
業
家
の
方
へ

当
財
団
で
は
、
起
業
家
に
対
し
て
資

金
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
財
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
『
事
業
資
金
の
提
供
』
を
ご

覧
頂
き
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
の
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会

第
３
回
目
の
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会

（
座
長
前
田
光
幸
）
は
９
月
９
日
に
開

催
。
課
題
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
お
け

る
問
題
点
と
あ
る
べ
き
姿
、
あ
る
べ
き

姿
を
妨
げ
て
い
る
要
因
（
小
平
）
」

「
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
世
界
経
済
に
及
ぼ

し
て
い
る
影
響
・
湾
岸
諸
国
を
中
心
に

し
て
（
淺
野
）
」
「
日
本
企
業
の
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
の
マ
ク
ロ
的
考
察
（
前

田
）
」
「
企
業
の
国
際
化
と
ミ
ク
ロ
的

分
析
（
大
橋
）
」
に
取
り
組
む
。

（注４） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：企業経営と新製品開発』に全文掲載

経
営
革
新
の
必
要
性

淀
ん
だ
水
は
腐
る
よ
う
に
、
企
業

活
動
も
毎
日
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し

て
い
て
は
進
歩
発
展
が
な
く
市
場
の

競
争
力
を
失
っ
て
倒
産
す
る
こ
と
に

な
る
。
企
業
を
永
続
さ
せ
発
展
さ
せ

る
原
動
力
は
今
の
状
態
を
守
り
「
維

持
す
る
活
動
」
と
新
し
い
飛
躍
を
実

現
す
る
「
経
営
革
新
」
で
あ
る
。

「
維
持
す
る
活
動
」
は
、
現
在
上

手
く
い
っ
て
い
る
業
務
の
や
り
方
を

標
準
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
作
業
に

従
事
す
る
社
員
を
訓
練
し
、
こ
れ
を

徹
底
し
て
守
ら
せ
る
活
動
で
あ
る
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
の
審
査
は
、
現
状

維
持
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
評
価
す
る
有
効
な
手
段
で
あ

る
。自

分
の
作
業
を
自
分
で
分
析
し
、

創
造
性
を
発
揮
し
て
問
題
点
を
自
主

的
に
解
決
し
て
ゆ
く
日
本
企
業
の
製

造
現
場
の
女
性
た
ち
を
視
察
し
た
米

国
の
経
済
学
者
た
ち
は
「
東
洋
の
魔

女
」
と
か
「
東
洋
の
奇
跡
」
な
ど
と

表
現
し
ほ
め
称
え
た
。
「
Ｑ
Ｃ
サ
ー

ク
ル
」
活
動
は
今
で
も
有
効
な
「
維

持
す
る
活
動
」
の
重
要
な
一
つ
で
あ

る
。

２
つ
の
経
営
革
新

維
持
活
動
を
続
け
て
い
る
と
現
状

の
延
長
戦
で
は
、
ど
う
し
て
も
企
業

が
生
き
残
っ
て
ゆ
け
な
い
大
き
な
壁

に
突
き
当
た
る
。
こ
の
壁
を
乗
り
越

え
る
に
は
新
し
い
経
営
活
動
が
必
要

に
な
る
。
既
存
モ
デ
ル
を
破
棄
し
、

新
し
い
モ
デ
ル
で
企
業
活
動
を
存
続

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
こ
の
活
動
を

「
経
営
革
新
」
と
い
う
。
経
営
革
新

に
は
「
ビ
ジ
ョ
ン
型
革
新
」
と
「
診

断
型
革
新
」
の
や
り
方
が
あ
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
型
経
営
革
新

こ
の
革
新
は
、
社
長
や
組
織
の
ト

ッ
プ
が
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
こ
れ
を

関
係
者
で
実
現
す
る
企
業
活
動
で
あ

る
。
古
く
は
ソ
ニ
ー
を
創
設
し
た
井

深
大
の
企
業
目
的
と
経
営
方
針
、
松

下
幸
之
助
の
事
業
部
制
の
導
入
、
近

年
で
は
、
ア
ッ
プ
ル
の
ジ
ョ
ブ
ス
の

i
P
od

な
ど
の
開
発
に
よ
る
経
営
革
新

な
ど
が
ビ
ジ
ョ
ン
型
経
営
革
新
の
良

い
事
例
で
あ
る
。
企
業
が
将
来
目
指

す
目
標
を
決
め
、
社
長
が
陣
頭
指
揮

を
執
り
こ
の
目
標
達
成
に
全
力
を
尽

く
す
活
動
で
、
社
長
が
真
剣
に
取
り

組
め
ば
目
標
を
達
成
で
き
る
。

高
い
目
標
を
掲
げ
た
経
営
革
新
活

動
は
全
社
員
が
真
剣
に
全
能
力
を
発

揮
し
な
け
れ
ば
達
成
で
き
な
い
が
、

中
に
は
楽
を
し
た
が
り
、
サ
ボ
タ
ー

ジ
ュ
を
す
る
人
が
出
て
く
る
。
こ
う

し
た
社
員
に
は
厳
し
く
対
処
す
る
こ

と
が
必
要
で
、
こ
う
し
た
怠
け
者
を

排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
は
精

鋭
チ
ー
ム
に
育
っ
て
ゆ
く
。

創
業
期
の
ソ
ニ
ー
や
ア
ッ
プ
ル
は

妥
協
な
く
徹
底
し
て
理
想
を
追
求
し

た
。
与
え
ら
れ
た
仕
事
が
出
来
な
い

人
は
ソ
ニ
ー
で
は
自
ら
身
を
引
き
、

ア
ッ
プ
ル
で
は
即
座
に
解
雇
さ
れ
、

画
期
的
な
新
製
品
が
誕
生
し
た
と
き

は
、
業
界
の
精
鋭
部
隊
が
育
っ
て
い

た
。画

期
的
な
目
標
に
挑
戦
し
達
成
す

る
た
め
に
は
寝
食
を
忘
れ
全
身
全
霊

を
傾
け
て
24
時
間
仕
事
に
打
ち
込
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
の
環

境
つ
く
り
は
経
営
革
新
を
達
成
す
る

に
は
重
要
な
条
件
で
あ
る
。
台
湾
の

新
竹
工
業
団
地
や
三
星
電
子
の
水
原

事
業
所
な
ど
に
は
、
残
業
す
る
社
員

の
宿
泊
設
備
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。

連載：企業経営と新製品開発 第６回 企業の経営革新 研究員 坂巻 資敏
（注４）


